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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
本論文は、製品階層としては完成品メーカーに対して下層にあり、開発から製品化のリスクが比較的高

い B to B の機能性材料のリスクを考慮した経営戦略の在り方を、経営変数、組織間関係や市場環境な

どの外部環境、経営戦略の３要素の関係性で分析することで、よりリスクが低く適切な戦略選択が可能

であることを事例分析に基づいて検証した論文である。選択可能な経営戦略は経営変数、組織間関係や

市場環境で決定されるが、企業が目指す経営改善や将来の機能性材料の開発と市場獲得に対して、①技

術・資本リスクと②将来の企業存続リスクを評価することで経営戦略を選択していることを事例分析で

示した。また、市場が存在する場合には①技術・資本リスク評価で経営戦略が決定されるが、市場が存

在せず新たな技術開発が必要な場合は、①技術・資本リスクと②将来の企業存続リスクの双方を評価し

ており、特に②将来の企業存続リスクにおいて比較的高いリスクレベルを取る選択を行う傾向があるこ

とを示した点で、その研究成果が高く評価されるとともに、機能性材料メーカーの経営戦略の選択に関

わる経営変数、組織間関係や市場環境などの外部環境、経営戦略の３要素の関係性分析が実務的に有用

であると考える。 

 
２.審査の経過と結果 
（１）平成３０年７月４日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、５名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）平成３０年８月２４日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成３０年９月５日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


